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福島県「災害対応ロボット産業集積支援事業費補助金」の採択のお知らせ	
 

	
 

	
 このたび、福島県が公募した「災害対応ロボット産業集積支援事業」において、当社が研究開発しているテーマであ

る「災害対策用遠隔操作インタフェース“ロボットスーツＨＡＬマスタ”および自走式双腕ロボットの研究開発」が補

助対象事業として採択され、福島県より本日発表されましたので、下記のとおりお知らせいたします。	
 

	
 

１．	
 災害対応ロボット産業集積支援事業の内容	
 

	
 災害対応ロボット産業集積支援事業は、東日本大震災により発生した原子力事故の影響を受けた市町村を中心

に、福島県の復興促進を目的として実施されるものです。災害対応向けのロボット技術開発への支援を行い、福

島県内のロボット産業の裾野を広げ、競争力強化を図り、復興の加速化を進めるものです。	
 

	
 

２．	
 採択された事業 
（１）	
 研究開発テーマの名称 

「災害対策用遠隔操作インタフェース“ロボットスーツＨＡＬマスタ”および自走式双腕ロボットの研究開発」	
 

（２）	
 研究開発テーマの内容 
装着型のロボットスーツＨＡＬマスタを用いて、災害発生時に投入される様々な遠隔機器とオペレータをシ

ームレスに接続することで、効率的な操作と協調作業等を可能にする遠隔操作システムを開発する。	
 

（３）	
 採択企業 
代表企業：ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ株式会社（当社）	
 

連携企業：日本オートマチックマシン株式会社	
 

（４）	
 補助事業期間 
交付決定後、平成27年２月28日まで	
 

（５）	
 補助金額 
交付申請予定額：56百万円	
 

	
 

３．	
 交付金額と交付時期について	
 

	
 災害対応ロボット産業集積支援事業の補助金額は、補助事業終了後の確定検査において確定します。そのため、

交付時期については平成27年３月期を予定しておりますが、現時点では確定した交付金額および支払時期は未定

であります。	
 

	
 

４．	
 今後の見通し	
 

	
 当社は、平成27年３月期通期業績予想（平成26年５月15日発表）において、本件による収入を見込んでおり

ませんでしたが、本プロジェクトの採択により助成金収入（営業外収益）が見込まれます。当期業績予想に与え

る影響は精査中であり、修正が必要な場合には、改めてお知らせいたします。	
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